
No.1 平成３０年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 親子の防災マルシェ実行委員会 

事 業 名 乳幼児を持つ子育て世代に向けた防災啓発事業 

実 施 期 間 平成３０年４月～平成３０年１２月 

事 業 実 績 

（１）親子の防災マルシェ２０１８の実施 

実施日：平成３０年９月１７日 

目的：日常から取り組める災害への備えを学ぶ 

会場：さくらホール小ホール（北上市） 

内容 

①アウトドア防災ガイド・あんどうりす氏による防災講演、実技指導、 

 演題：アウトドアの知識を生かせば、日々の暮らしが防災に！ 

暮らしを楽しむ防災講座 

②助産師による育児相談、さらしによるおんぶ指導、ハンドマッサージ 

③育児中の女性が安心して参加できる場（授乳、おむつ交換場所）の提供 

④周辺イベント: 

アウトドア専門店による防災用品の紹介、防災食試食販売、子育て家族の防災グッ

ズ展示、育児相談、健康チェック。 

⑤北上市ハザードマップの展示（北上市）やＡＥＤ/救命講習、防災そばっち号によ

る地震体験（消防署）など行政からも発信いただいた。 

⑥災害救援車両展示や大型遊具、キッズスペースの設置 

 

（２）参加者へのアンケート調査・分析（平成３０年１０月～１２月） 

・アンケート回収数 ２６件（複数名で１枚の回答６件あり） 

 アンケート集計結果（一部抜粋） 

  ①このイベントの満足度は？ 大変満足８名、満足１５名、その他３名 

  ②良かったものは？（特に回答が多かったものを記載） 

 ・防災講演１２名、・防災救援車両/お風呂トラック１０名 

    ・アウトドアグッズ９名  ・防災グッズ ９名 

    ・防災食８名、 ・ＡＥＤ救命講習４名 ・遊具 ４名  

  ③防災について興味のある事、知りたいことは？（回答が多いものを記載） 

    防災グッズ１７名、 非常食１４名、防災マップ・避難所６件 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

・企画内容に「大変満足」「満足」８８％（有効回答数２６） 

・日常生活でも実践でき育児にも役立つ防災術を学んだことで、自助が高まった。 

・母子ケア、傾聴により育児不安解消や産前産後ケアの周知につながった。 

･周辺イベントや市・消防当局の展示も盛況で、市民と行政をつなぐ場となった。 

・三連休の最終日にも関わらず、多くの市民に参加いただいた。 

・講演では、熱心にメモをとりスライドを撮影する様子が見られた。 

・実技ではさらしを使ったおんぶが好評であり、講演後も助産師より指導を受けて

いた。 

・アンケートから、講演に集中するには託児が必要であること、乳幼児の生活リズ

ムに合わせた時間設定が望ましいとの声があり、次回の課題が浮かび上がった。 

・全体を通して高評価であり、乳幼児を守る防災についての関心の高さがうかがえ

た。 

 


